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補
正
予
算

▲旧白山川河川プールの南側に架る
　中津無礼橋旧橋

▲メンテナンス中津無礼橋上部

▲高規格救急自動車▲川北特定公共賃貸住宅

▲2025年度 中学生国際交流事業

▲重政停車場線

▲カラス撃退レーザー

第
２
回
定
例
会
・
補
正
予
算
の
一
部
紹
介

第2回定例会解説第2回定例会解説
第2回定例会は、6月11日～6月29日に、次について審議されました。

議会は通常年に4回開催され、6月議会は今年になって2回目の議会なので第2回定例会といいます。条例
改正や補正予算の審議等を行いました。6月11日の開会日に3つの報告と１０議案が上程されました。
17日と18日の2日間にわたり行った一般質問では8人の議員が登壇し、執行部と活発な論戦を展開。最終
日に追加の補正予算と請願3件を採択し、意見書3件を可決。全ての議案が可決されました。

案件（報告含む）14件

請願　　3件

教育長の任命

•	一般会計補正予算　（第1号）

•	一般会計補正予算　（第2号）

•	報告　　　　　　　　　3件   

•	条例一部改正　　　　　5件

•	工事請負契約　　　　　1件

•	工事請負変更契約　　　1件

•	財産の取得　　　　　　１件

•	教育長の任命　　　　　1件

開会日に上程（議事日程に
組み入れて本会議の議案と
して取り扱う）された案件は
報告 3 件・議案 10 件でした。

任期満了に伴う教育長の
任命については開会日に審
議し同意されました。

報告については、令和 7
年度繰越明許費に関するも
のが２件、農林業振興公社
の経営状況に関するものが
１件、議案については補正
予算、条例改正、財産の取得、
一般会計補正予算など、全て
の議案が可決されました。

令和8年度一般会計補正予算（第１号）令和8年度一般会計補正予算（第１号）

令和8年度一般会計補正予算（第2号）令和8年度一般会計補正予算（第2号）

11億億5,7385,738万万11千円千円

2,5102,510万万円円

《一般会計予算総額》
　281億4,538万1千円

《一般会計予算総額》
　281億7,048万1千円

追加

追加

6月29日議決　第1号補正予算の一部を紹介

6月29日議決　第２号補正予算を紹介

障害福祉サービス事務事業

生活保護事業

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
の不用額

民生児童委員活動費交付金の追加

工事費の減額

大野町川北特定公共賃貸住宅を廃止する

中津無礼橋完成により旧橋の撤去

老朽化に伴い新救急車を取得 

園芸産地整備事業

畜産生産振興対策事業

市道改良工事の物価高騰、工法見直し

市内中学生と韓国長安中学生の国際交流

★障害福祉施策推進のための調査を実施
★税制改正に伴う電算システムの改修

★生活保護支給基準の見直しによる追加給付

★国庫補助金の返還

★大分県民生委員関係交付金要綱の改正により

■工事請負契約の変更
契約の締結について

工事名
メンテナンス中津無礼
合川線中津無礼橋上部
工新設工事

契約の相手方
矢田工業株式会社
九州営業所

■工事請負契約の締結
について

工事名
メンテナンス中津無礼
合川線中津無礼橋旧橋
撤去工事

契約の相手方
清川産業株式会社

■購入物件
高規格救急自動車

契約の相手方
大分トヨタ自動車株式
会社　竹田店

民間へ払い下げの計画

★キウイフルーツ栽培のための資材に対する補助

★生産性向上のための補助金

★相互ホームステイ交流において物価高騰により 
　航空運賃などが増額

★重政停車場線改良舗装工事L＝180m
★重政停車場線暗渠バイパス設置、アーチ、街路灯撤去工事

カラス撃退レーザー
分娩検知システム
体温監視システム
牛舎の改修の物価高騰対策

1,461万7千円↑

202万5千円↑

7,200万円↑

74万5千円↑

64万7千円↑

3,961万8千円↑

1,528万円↑

62万3千円↑

△472万6千7百円 1億5,290万円

3,025万円

・議会開会日に任期満了に
伴い審議され、下田博教育
長が再任されました

第2回定例会

省エネ家電購入促進事業の追加
補助額　エアコン　　10万円

冷蔵庫　　　5万円
★エアコン、電気冷蔵庫の購入補助金
（事務費を含む）

2,510万円↑ ★補助金不足後に購入した方も対象

▲キウイフルーツ団地



6 月 17 日、18 日に行われた一般質問には 8 名の議員が登壇し、学校教育、環境問題、市道管理、ハラスメント対策、
インフラ整備など、 1６項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。 　

議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下に掲載しているＱＲコー
ドをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただけます。 

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。
	  　　 　一般質問は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60 分以内の一問一答方式で行っています。

●赤峰　映洋（６ページ）●赤峰　映洋（６ページ）
基金について
学校教育の在り方について

●衞藤　竜哉（８ページ）●衞藤　竜哉（８ページ）
市民の危機管理の意識高揚に向けて
市民病院の現状は

●小野　順一（６ページ）●小野　順一（６ページ）
環境問題について

●高野　辰代（８ページ）●高野　辰代（８ページ）
市政情報の発信について
すべての子どもたちが安心して放課後を

　過ごせる環境づくりについて

●三代　政彦（６ページ）●三代　政彦（６ページ）
新規就農者の受入体制について
市道の管理状況について

●佐藤　昭生（１０ページ）●佐藤　昭生（１０ページ）
高齢者の独居世帯への対応について
救急車の適正利用と消防署の体制について

●原田　健蔵（８ページ）●原田　健蔵（８ページ）
首長や議員・職員間におけるハラスメント対策について
自治体による自衛隊への住基情報提供について
清川町に進出する学校法人青叡舎学院について

●赤嶺　信武（１０ページ）●赤嶺　信武（１０ページ）
ＪＲ三重町駅周辺整備事業について
将来人口を見据えたインフラの整備について

66月も白熱月も白熱！！

88名名のの議員議員がが登壇登壇
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問 

栽
培
棚
設
置
場
所
は
。

答 

三
重
町
内
田
。

問 

作
付
面
積
は
ど
の
く
ら

い
増
え
る
の
か
。

答 

４
．３
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
。

問 
生
産
量
は
ど
の
く
ら
い

増
量
す
る
の
か
。

答 
令
和
14
年
度
を
目
途
に
、

１
８
０
ト
ン
の
収
穫
を
見
込

ん
で
い
る
。

問 

こ
の
拡
充
に
よ
り
従
事

者
は
増
え
る
の
か
。

答 

３
名
増
え
た
。
今
後
２

～
３
名
増
員
の
予
定
。

問 

こ
の
事
業
を
他
の
事
業

者
で
利
用
す
る
計
画
は
あ
る

か
。

答 

令
和
10
年
以
降
１
事
業

者
が
予
定
し
て
い
る
。

　
問 

希
望
が
あ
っ
た
と
き
の

補
助
の
流
れ
に
つ
い
て
。

答 

災
害
危
険
区
域
・
が
け

条
例
適
用
区
域
・
土
砂
災
害

６
月
23
日
に
、
議
案
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
）
を
含
む
９
議

案
に
つ
い
て
、
２
名
の
議

員
か
ら
、
質
疑
の
通
告
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
一
部
に

つ
い
て
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

議案質疑議案質疑

▲カラス撃退レーザーが設置された牛舎

議
案
質
疑
一
部
を
紹
介

一般会計補正予算第1号を含む
令和８年第２回定例会

一部一部をを
紹介紹介

特
別
警
戒
区
域
に
お
住
ま
い

の
所
有
者
に
、
事
前
に
建
設

課
へ
相
談
に
来
て
い
た
だ
き
、

現
地
調
査
、
区
域
指
定
の
確

認
等
を
行
っ
た
上
で
、
事
業

申
請
に
必
要
な
諸
要
件
を
確

認
し
、
翌
年
度
の
事
業
採
択

に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

補
助
金
対
象
者
に
つ
い

て
。

答 

和
牛
繁
殖
農
家
４
戸
で
、

カ
ラ
ス
撃
退
レ
ー
ザ
ー
、
分

娩
検
知
シ
ス
テ
ム
、
体
温
監

視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
、

牛
舎
改
修
が
そ
れ
ぞ
れ
１
件

で
す
。

園
芸
産
地
整
備
事
業

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
補
助
金

生
産
向
上
対
策
事
業
補
助
金

第2回臨時会解説第2回臨時会解説
第2回臨時会は、5月18日に開かれ、次について審議されました

。

教育委員会委員
・諏訪　信子（すわ　のぶこ・三重町）

議案３件、承認4件

　議案

•	財産の処分について      　1件

•	財産の無償譲渡について    1件

•	教育委員会委員の任命 　　1件

　承認

•	R7後期高齢者医療特別会計 

補正予算専決処分　　　 　1件

•	条例の一部を改正する条例の　

専決処分　　　　　　　　 3件

専決処分とは
議会の議決すべき事件に

ついて特に緊急を要するた
め、議会を招集する時間的
余裕がないことが明らかで
あるとき。

本来は議会が議決・決定
すべき事件について、地方
自治法に定める特別な場合
に、首長（知事・市長など）
が議会に代わって自ら処理
する制度。

※地方自治法 ( 昭和 22 年
法律第 67 号 ) 第 179 条第
1 項の規定に基づく

◇議案の財産の処分（土地：売却価
格 20,578,000 円）・無償譲渡（校舎・
体育館等）については、旧清川小学
校のこと。
　旧清川小学校を活用し、熊本県天
草市の「学校法人青叡舎学院」が平
成 17 年の開校以来 21 年間にわた
り運営している、通信制高等学校「勇
志国際高等学校」の令和９年度開校
をめざす。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

答

答

答

基
金
が
減
少
、
今
後
の
見
通
し
は

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組

に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て

戦
略
的
に
活
用
し
て
い
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

い
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
向
け
、
啓
発
活
動
に
取

り
組
む

既
実
施
中
の
事
業
を
中
心
に
さ
ら

に
新
規
就
農
者
増
に
取
り
組
む

問　
基
金
の
中
、減
債
基
金
が
昨
年
度
極
端
に
減
少

し
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
。

財
政
課
長

　
令
和
６
年
度
に
、
約
11
億
５
千
万
円
の
繰
り
上
げ

償
還
の
財
源
に
活
用
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

問　
日
銀
が
政
策
金
利
を
1
％
に
上
げ
た
が
、基
金

の
運
用
に
つ
い
て
、今一番
有
利
な
金
利
で
運
用
し
て

い
る
利
率
は
何
％
か
。

会
計
課
長

国
債
の
30
年
も
の
で
1
％
で
運
用
し
て
い
る
。

問　
将
来
の
目
的
の
た
め
の
基
金
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

問　
森
林
吸
収
減
対
策
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

産
業
建
設
統
括
理
事

　
森
林
の
健
全
な
成
長
と
二
酸
化
炭
素
吸
収
機
能

の
向
上
を
図
る
た
め
、
標
準
伐
期
齢
に
達
し
た
森
林

の
主
伐
、
間
伐
、
木
材
利
用
、
再
造
林
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

問　
２
０
３
０
年
度
目
標
に
向
け
て「
豊
後
大
野
市
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比
46・３
％
の

削
減
を
め
ざ
し
ま
す
」と
あ
る
が
進
捗
状
況
は
。

産
業
建
設
統
括
理
事

　
環
境
省
の
公
表
値
に
よ
る
と
令
和
５
年
度
現
在
、

問　
直
近
10
年
の
新
規
就
農
者
認
定
新
規
就
農
者

数
は
。

農
業
振
興
課
長

38
経
営
体
が
中
核
的
農
業
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。

問　
担
い
手
育
成
補
助
事
業
に
つ
い
て
機
械
や
施
設

を
購
入
す
る
場
合
中
古
品
は
対
象
と
は
な
ら
な
い
か
。

農
業
振
興
課
長

国
の
経
営
発
展
支
援
事
業
は
、
50
才
未
満
の
新

規
就
農
者
を
対
象
に
購
入
金
額
の
４
分
の
３
を
補
助

し
て
い
る
。
中
古
品
の
場
合
は
国
の
定
め
る
条
件
を

満
た
し
た
も
の
に
限
り
補
助
対
象
と
な
る
。
市
単
独

財
政
課
長

「
企
業
誘
致
促
進
及
び
創
業
支
援
基
金
」
「
教

育
未
来
ゆ
め
基
金
」
「
き
ら
き
ら
子
育
て
ゆ
め
基

金
」
が
あ
る
。

　　
小
中
一
貫
教
育
校
の
成
果
は

問　
現
状
を
今一度
総
括
し
本
市
の
未
来
を
ど
う
創
っ

て
い
く
の
か
。ま
た
、今
年
度
か
ら
導
入
し
た「
２
学

期
制
」の
目
的
は
。

学
校
教
育
課
長

小
中
一
貫
教
育
の
成
果
と
し
て
９
年
間
を
見
通
し

た
教
育
活
動
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。異
学
年
交
流
や
合
同
学
習
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
協
調
性
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

教
職
員
の
業
務
負
担
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
２
学
期
制
で
は
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
促
進

も
目
的
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問

問

問
事
業
で
は
中
古
品
の
場
合
は
原
則
補
助
対
象
外
で
あ

る
。

　
市
道
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

問　
市
道
の
道
路
愛
護
作
業
や
草
切
作
業
委
託
は

現
在
年
１
回
で
あ
る
が
安
全
等
を
鑑
み
年
２
回
実
施

は
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長

１
６
６
自
治
会
、
延
長
約
８
０
０
㎞
に
対
し
、

補
助
金
額
７
９
１
万
２
，３
２
０
円
、
事
業
委
託
延

長
約
１
９
０
㎞
に
対
し
、
２
，７
３
１
万
８
６
円
と

な
っ
て
い
る
。
現
状
財
政
的
に
２
回
の
実
施
は
困
難

で
あ
る
。

問　
人
口
減
少
や
財
政
難
を
理
由
に
市
認
定
道
路
の

廃
止
な
ど
な
い
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

建
設
課
長

現
状
そ
の
よ
う

な
計
画
は
な
い
。

▲市道草刈り作業（緒方町）

本
市
で
は
平
成
25
年
度
と
比
較
し
て
38・５
％
の
削

減
と
な
っ
て
い
る
。

問　
Ｊ‐ク
レ
ジ
ッ
ト
化*

に
つ
い
て
、水
田
中
干
し・

バ
イ
オ
炭
活
用・ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
野
菜
の
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
。

産
業
建
設
統
括
理
事

循
環
型
脱
炭
素
農
業
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
。

＊
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
（
制
度
）
と
は
、
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
や
森
林
経
営
な
ど
に
よ
っ
て
削
減
・
吸
収
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
、
国
が
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
し
て
認

証
す
る
仕
組
み
で
す
。
認
証
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
市
場
で

売
買
で
き
、
企
業
の
脱
炭
素
目
標
の
達
成
や
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問

質問者／ 議員赤
あかみね
峰　映

てるひろ
洋

質問者／ 議員小
お の
野　順

じゅんいち
一

質問者／ 議員三
みしろ
代　政

まさひこ
彦

（創生会） 

（政友会） 

（創生会） 

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

▲清川小中学校職員室

▲中干し始めた田んぼ(朝地町）



一
般
質
問

答

答

答

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
の
実

態
に
つ
い
て

市
民
の
危
機
管
理
高
揚
に
つ
い
て

市
政
情
報
の
発
信
に
つ
い
て

希
望
し
な
い
方
に
は
情
報
を
提
供

し
な
い

全
戸
に
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を 

配
布

情
報
が
広
く
正
確
に
伝
わ
る
よ
う

取
組
を
進
め
る

問　
本
市
に
お
け
る
自
衛
官
募
集
の
個
人
情
報
提
供

実
態
は
。

総
務
課
長

　
自
衛
隊
へ
の
住
基
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
法
施
行
令
第
１
２
０
条
に
基
づ
く
防
衛
大
臣

の
依
頼
に
対
し
、
国
の
通
知
を
基
に
募
集
対
象
者
の

氏
名
、
住
所
、
性
別
、
生
年
月
日
の
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。
そ
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
提
供
を

希
望
し
な
い
方
が
利
用
で
き
る
除
外
申
請
を
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、
情
報
を
提
供
し
な
い
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
　

問　

台
風
、集
中
豪
雨
等
の
災
害
が
全
国
的
に
起

こ
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
無
い

が
、市
民
へ
の
い
ち
早
い
情
報
発
信
が
必
要
不
可
欠
。 

危
機
意
識
を
高
め
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
統
括
理
事

①
避
難
所
は
自
主
避
難
所
が
各
町
１
か
所
ず
つ
計
７

か
所
。
指
定
避
難
所
は
24
か
所
。

②
消
防
団
員
は
消
防
団
機
能
の
維
持
・
向
上
に
努
め

て
い
る
。
防
災
士
は
地
域
防
災
力
の
向
上
及
び

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
活
動
を
し
て
い
る
。

③
防
犯
灯
は
１
，４
１
１
基
設
置
、
自
治
会
の
維
持

管
理
。

問　
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
情
報

発
信
に
つ
い
て
現
状
は
。

総
務
課
長

“
週
間
！
情
報
ト
レ
イ
ン
”
や

“
み
て
み
て
ぶ
ん
ご
お
お
の
便
利

カ
レ
ン
ダ
ー
”
な
ど
の
自
主
番
組

を
放
送
。

問　
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録

状
況
は
。

総
務
課
長

登
録
数
は
２
，５
３
４
人
。

問　
デ
ジ
タ
ル
化
と
高
齢
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
。

　
　
清
川
町
に
開
設
予
定
の
学
校
法
人

　

青
叡
舎
学
院
に
つ
い
て

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
制
高
校
の
勇
志
国
際

高
等
学
校
を
運
営
す
る
青
叡
舎
学
院
か
ら
提
案
の
あ

っ
た
旧
清
川
小
学
校
跡
地
利
用
計
画
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

学
校
教
育
課
長

本
年
度
中
に
施
設
改
修
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を

行
い
、
来
年
４
月
の
開
校
を
め
ざ
す
。

問　
本
市
に
と
っ
て
の
教
育
効
果・経
済
効
果
は
。

学
校
教
育
課
長

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
目
的
に
応
じ
た
学
び

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

施
設
運
営
に
伴
う
地
元

雇
用
の
創
出
、
教
育
活

動
を
通
じ
た
交
流
人
口

の
拡
大
な
ど
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
も
資
す

る
も
の
と
捉
え
て
お
り

ま
す
。
学
校
と
地
域
が

相
互
に
協
力
し
、
地
域

経
済
に
と
っ
て
も
大
き

な
相
乗
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

問

問

質問者／ 議員原
はらだ
田　健

けんぞう
蔵

質問者／ 議員衞
えとう
藤　竜

たつや
哉

質問者／ 議員高
たかの
野　辰

たつよ
代

（れいめい会） 

（新政会） 

（新政会） 

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

　　
市
民
病
院
の
現
状
に
つ
い
て

問　
市
民
病
院
は
豊
肥
医
療
圏
域
へ
の
貢
献
度
が

大
き
い
。医
師
や
看
護
師
、薬
剤
師
等
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、

現
状
は
。

市
民
病
院
事
務
長

①
医
師
は
現
在
、
常
勤
医
師
が
20
人
。
大
学
の
医
局

や
県
へ
の
医
師
派
遣
要
請
な
ど
努
力
を
続
け
て

い
る
。

②
患
者
さ
ん
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
「
患
者
サ
ー
ビ

ス
向
上
委
員
会
」
で
協
議
し
、
速
や
か
に
対
応

改
善
に
努
め
る
。

③
「
市
民
病
院
長
寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
環
境
整
備
に
努
め
る
。

総
務
課
長

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
公
民
館
の
共
同
に
よ
る
ス

マ
ホ
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

問　
災
害
時
に
つ
い
て
。

総
務
課
長

音
声
告
知
放
送
端
末
や
防
災
無
線
、
ケ
ー
ブ
ル

Ｔ
Ｖ
の
Ｌ
字
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
ア
プ
リ

を
活
用
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
放
課

後
を
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
　

問　
放
課
後
の
居
場
所
の
現
状
に
つ
い
て
。

子
育
て
支
援
課
長

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
13
ク
ラ
ブ
で
計

４
８
２
人
の
児
童
が
登
録
さ
れ
、待
機
児
童
は
い
な
い
。

問　
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
対
応
に
つ
い
て
。

子
育
て
支
援
課
長

必
要
に
応
じ
て
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
し

て
ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
な
い
子
ど
も
に
つ
い
て
の
対

応
を
考
え
る
期
間
を
早
く
作
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

子
育
て
支
援
課
長

調
査
は
考
え
て
い
な
い
が
、
保
護
者
が
不
安
に

な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

▲旧清川小学校跡地

▲令和８年度市消防団新入団員辞令交付式
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一
般
質
問

議員の横顔 もっと身近に！１６名リレー
（議席番号９～１０番）

現在16名の議員で市議会を運営しています。議会を身近に！をめざし
リレー形式で議員が自己紹介をしていきます。

質問内容　Q１.議員になった理由は		  Q３．豊後大野市のおすすめスポットは
　　　　　Q２.休日の過ごし方や趣味は		  Q４．市民の皆さまにメッセージを！

れいめい会新政会
【３期目】犬飼町柴北【３期目】清川町三玉

A1.  市役所退職後、地域住民の皆様に恩返
しとして地域づくり活動に奔走したが 
行政の厚い壁を実感。住民の声を行政に反
映するため議員に立候補。

A3. 	なんと言っても「犬飼港」です。
	 岡藩の殿様が参勤交代のため整備し、

1917年犬飼駅が開通するまで帆船が行き
交い物資の交流拠点として賑わいました。

	 現代は花火大会やどんこ釣り大会で盛り上
がり過去と現代をつないでくれるスポット
です。

A4. 	先の見えない時代となりました。
	 皆さんが安心して暮らすためには隣近所と

のコミュニケーションが大切です。
	 その橋渡しをするのが議員の役割だと思っ

ています。お気軽に声をかけてください！

A2.	 自分は生来多趣味な人間です。スポーツは
野球、柔道、空手、バドミントンを経験。

　　	 今は原点回帰で野球にはまり、11月開催
の南日本古希野球大会（山口県）の出場権
を獲得。本市の名を恥ずかしめないよう全
力を尽くす覚悟です。

	 その他国際交流等異文化の人たちとの交流
を楽しんでいます。

答

答

高
齢
者
の
独
居
世
帯
へ
の
対
応
に

つ
い
て

JR
三
重
町
駅
周
辺
整
備
事
業
に 

つ
い
て

不
測
の
事
態
の
未
然
防
止
に
努
め

て
い
る

駅
前
高
市
線
の
事
業
完
了
後
に 

事
業
計
画
を
検
討
す
る

問　
高
齢
者
の
独
居
世
帯
の
人
数
の
推
移
と
把
握
方

法
に
つ
い
て
。ま
た
、見
守
り
体
制
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
見
守
り
に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
者
福
祉
課
長

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
は
、
毎
年
更
新
し
て

い
る
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
よ
る
と
、
令

和
８
年
３
月
末
で
75
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
は

５
４
６
人
で
あ
り
、
民
生
委
員
や
自
治
会
な
ど
と
共

有
し
、
平
時
か
ら
の
声
か
け
や
見
守
り
活
動
に
役
立

て
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り
に
つ
い
て

は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
引
き

続
き
研
究
し
て
い
く
。

問　
一方
通
行
や
回
遊
道
路
の
話
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

建
設
課
長

現
時
点
で
一
方
通
行
や

回
遊
道
路
な
ど
の
具
体
的

な
話
は
な
い
。

問　
地
元
市
民
や
利
用
者

の
思
い
を
聞
く
場
を
設
け

て
は
。

建
設
課
長

計
画
策
定
の
段
階
で
必

要
に
応
じ
て
市
民
と
の
協

議
の
場
を
設
け
た
い
。

　
救
急
車
の
適
正
利
用
と
消
防
署
の

　
体
制
に
つ
い
て

問　
救
急
車
利
用
の
課
題
と
適
正
利
用
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長

課
題
は
、
市
外
医
療
機
関
へ
の
搬
送
に
伴
う
救

急
隊
の
長
時
間
の
出
動
に
よ
り
、
一
時
的
に
市
内
で

の
救
急
車
が
不
足
し
、
他
の
救
急
事
案
へ
の
対
応
に

遅
れ
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
救
急
車
の
適
正
利

用
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、
各
種
講
習
会
等
を
活
用
し
、
広
く
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
判
断
に
迷
う
際
は
、
大
分
県
救
急
安

心
セ
ン
タ
ー
「
♯
７
１
１
９
」
や
大
分
県
子
ど
も
救

急
電
話
相
談
「
♯
８
０
０
０
」
の
利
用
を
推
奨
し
、

適
切
な
医
療
機
関
の
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問

問

質問者／ 議員佐
さとう
藤　昭

あきお
生

質問者／ 議員赤
あかみね
嶺　信

のぶたけ
武

（れいめい会） 

（政友会） 

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

問　
空
き
店
舗
活
用
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
も
ハ
ー
ド

整
備
の
段
階
か
ら
関
係
課
と
共
に
考
え
て
は
。

建
設
課
長　

事
業
を
計
画
す
る
際
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

課
と
協
議
す
る
。

将
来
人
口
を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
を
見
据
え
、将
来
的
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

建
設
課
長

計
画
的
な
点
検
や
補
修
に
よ
る
予
防
保
全
を
基

本
と
し
、
長
寿
命
化
な
ど
適
正
管
理
に
努
め
る
。

問　
「
縮
充
」と
い
う
新
し
い
視
点
に
立
っ
た
考
え
方

が
あ
る
。「
縮
充
」と
は
人
口
規
模
に
合
わ
せ
て
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
の
在
り
方
を
見
直
し
な
が
ら

地
域
の
暮
ら
し
の
質
や
幸
福
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
。

今
後
研
究
、検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

み
ら
い
戦
略
プ
ラ
ン
の
4
つ
の
基
本
目
標
に
向

か
っ
て
取
組
を
進
め
る
。

▲県道三重新殿線分岐路

▲大分県ホームページ「大分県救急安心センター」

A1.	 地元議員の引退もあり、元気で活気のある
まちづくりが出来ないかとの思いから決意
しました。

A3. 	地元の御嶽さくらロード、轟橋・出会橋、
ロッジ清川でしょうか。御嶽さくらロード
から見る阿蘇山や久住連山は絶景です。

	 轟橋・出会橋は、アーチの幅が日本1,2を
誇り土木学会より推奨土木遺産に認定され
ました。ロッジ清川では、ゆったりとした
時間とスタッフとの会話も楽しめます。

　　 ぜひお越しください。
A4.	 地域のみなさんとの活動を通して豊後大野

市の未来を考えます。
	 人口減少が進む中ですが、活力あるまちづ

くりをめざしてともに頑張りましょう。

A2.	 農作業と息子の農業の手伝い(ネギ植え程
度ですが)

	 趣味は野球とバイク(ツーリング)で、60歳
を過ぎて還暦野球のチームで楽しんでいま
す。又年に数回、友人と日帰りツーリング
に出かけリフレッシュしています。

穴 見 眞 児 田　嶋　栄　一
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特
定
事
件
を
審
査
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と

で
す
。（
議
会
活
性
化
委
員
会
、

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
等
）

常
任
委
員
会
は
、
地
方
公
共

団
体
の
議
会
が
一
定
の
部
門
の

事
務
に
関
す
る
調
査
及
び
議
案
、

請
願
等
の
審
査
を
行
う
た
め
、
条

例
で
定
め
て
常
設
す
る
委
員
会

の
こ
と
で
す
。

豊
後
大
野
市
議
会
で
は
、

総
務
常
任
委
員
会
、
厚
生
文
教

常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
で
各
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で

す
。

・
総
務
常
任
委
員
会
３
議
案

・
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
２
議
案

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
３
議
案

市
議
会
議
員
及
び
市
長
選
挙
に
お
け
る
公
費
負
担
条
例

の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
の
進
展
を
踏
ま
え
た
対
応
の
た
め
に

川
北
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
一
般
公
募
へ 【

付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

議
案
３
件
と
請
願
１
件
を
付

託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
も
の

と
し
ま
し
た
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　
議
案
３
件
と
請
願
１
件
を

付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

も
の
と
し
ま
し
た
。

【
付
託
案
件
の
審
査
結
果
】

　
議
案
２
件
と
請
願
１
件
を

付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

も
の
と
し
ま
し
た
。

《本会議》

議　員

議会事務局

副議長議　長
議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

「委員会付託」って何？   
たくさんの議案について、各常任委員会に、担当の 

分野ごとに調査や審査を任せることを「付託」と 
いいます。他の委員会の議案について質疑がある 
場合は、議案質疑の日の前日正午までに、議会事務
局に質疑を提出することで、付託される前に、執行
部に質問できます。その後、各委員会で付託された
議案について、審査し、委員会としての可否を決定し
ます。議決の日（閉会日）に、審査内容を各委員長
から報告し、議員全員の賛否を示して議案が成立等
します。

委
員
会
と
は

常
任
委
員
会
と
は

特
別
委
員
会
と
は

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、
本

会
議
に
お
け
る
審
議
の
、
予
備

的
審
査
、
調
査
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と
で
す
。

委
員
会
の
種
類
は
、
議
会
運

営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特

別
委
員
会
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。

委
員
会
付
託

▲市長市議選挙ポスター掲示板

▲大野町川北特定公共賃貸住宅

▲市民病院会計窓口

■
豊
後
大
野
市
議
会
議
員
及

び
豊
後
大
野
市
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

執
行
部
か
ら
、「
公
職
選

挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び
選
挙

運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に

係
る
公
費
負
担
の
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
も
の
で
、
改
正

内
容
と
し
て
は
、
選
挙
用
ビ

ラ
作
成
は
１
枚
、
７
円
73
銭

■
川
北
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
廃
止
に
つ
い
て

執
行
部
か
ら
「
財
産
分
類

を
変
更
し
、
利
活
用
の
増
進

を
図
る
た
め
、
川
北
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
を
廃
止
し
た

い
。」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
な
ぜ
廃
止
を
し
た
い
の

か
。

■
豊
後
大
野
市
電
気
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
執
行
部
か
ら
「
地
方
自
治

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
規

定
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
、
議
会
の
議
決
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
豊
後
大
野
市
病
院
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
津
無
礼

合
川
線
中
津
無
礼
橋
上
部
工

新
設
工
事
に
つ
い
て

　
執
行
部
か
ら
「
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
中
津
無
礼
合
川
線
中
津

無
礼
橋
上
部
工
新
設
工
事
に

係
る
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約
を
締
結
し
た
い
。」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

変
更
請
負
金
額

１
億
５
，０
３
７
万
３
千
３
百
円

変
更
に
よ
る
減
額

４
７
２
万
６
千
７
百
円

問
な
ぜ
金
額
の
変
更
が
生

じ
た
の
か
。

答
工
法
の
変
更
が
生
じ
た

た
め
で
す
。

を
８
円
38
銭
に
、
ポ
ス
タ
ー

作
成
は
１
枚
、
５
４
１
円
31

銭
を
５
８
６
円
88
銭
に
、
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

執
行
部
か
ら
、「
令
和
８

年
度
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
津
無

礼
合
川
線
中
津
無
礼
橋
旧
橋

撤
去
工
事
に
係
る
契
約
を
締

結
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の

議
決
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

問 

工
期
に
つ
い
て
は
。

答 

実
工
事
期
間
を
２
９
８
日

間
と
設
定
し
て
お
り
、
完
成

期
日
は
、
令
和
９
年
９
月
13

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

執
行
部
か
ら
、「
消
防
署

南
分
署
に
配
備
し
て
い
る
高

規
格
救
急
自
動
車
が
購
入
か

ら
９
年
を
経
過
し
、
走
行
距

離
が
19
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
た
こ
と
に
よ
り
、
老
朽

化
に
よ
る
性
能
低
下
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
市
全
域
の

救
急
搬
送
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、
当
該
救
急
自
動
車

を
更
新
し
、
配
備
し
た
い
の

で
、
議
会
の
議
決
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。」
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
処
分
方
法
に
つ
い
て
は
。

答
現
時
点
で
は
公
売
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

執
行
部
か
ら
、「
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
第

２
４
３
条
の
２
の
７
と
し

て
、
特
定
歳
入
の
収
納
に
関

す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を

行
い
た
い
の
で
、
議
会
の
議

決
を
お
願
い
す
る
も
の
。
Ｄ

Ｘ
の
進
展
を
踏
ま
え
た
対
応

と
し
て
、
公
金
の
収
納
事
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
た
め

で
、
具
体
的
に
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ

答
三
年
間
入
居
者
募
集
を

し
て
い
る
が
応
募
ゼ
ロ
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
入

居
者
も
ゼ
ロ
の
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
廃
止
後
の
利
活
用
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
一
般
公
募
を
行
い
民
間

に
払
い
下
げ
て
利
活
用
を
お

願
い
す
る
考
え
で
す
。

Ａ
Ｘ
を
用
い
て
納
付
す
る
も

の
と
し
て
、
長
が
指
定
す
る

公
金
、
地
方
税
以
外
の
収
納

事
務
を
地
方
税
共
同
機
構
に

行
わ
せ
る
た
め
の
規
定
を
整

備
す
る
た
め
で
す
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、

業
務
上
、
ど
う
い
う
変
化
が

あ
る
の
か

答
収
納
事
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
規
定
が
今
回
整
備
さ
れ

る
こ
と
で
、
地
方
税
共
同
機

構
を
使
っ
た
収
納
事
務
が
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
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請願・陳情の流れについて
市政について市民の皆さんが直接市議会に要望できる

制度として「請願」・「陳情」があります。
今回は、請願・陳情の流れをご紹介します。

請願書の提出 陳情書の提出

議長が受理

議会運営委員会で協議

提出者に審査又は処理の結果を報告

委員会に付託

委員会で審査

審査結果を
本会議に報告

本会議で議決 
（採択・不採用）

全議員に写しを配布

なお、請願には１人以上の紹介議員が必要です。
* 詳しくは、議会事務局へ　☎ 0974-22-1026

永
年
在
職
議
員
表
彰

第
１
０
２
回
全
国
市
議
会
議
長

会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
本
市
の

議
員
が
、
市
政
振
興
へ
の
功
績
を

称
え
ら
れ
、
４
年
以
上
正
副
議
長

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

４
年
以
上
正
副
議
長
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会 

産
業
経
済
委
員
会
委
員 

感
謝
状 

田
嶋　
栄
一　
議
員

沓
掛　
義
範　
議
長

各議員の議案に対する賛否の状況(令和8年第2回定例会） ６
月
定
例
会
賛
否
一
覧

５
月
22
日
に
竹
田
市
議
会
の
皆
さ

ん
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
本
市
の
本
庁

舎
に
視
察
に
来
ら
れ
、
５
階
委
員
会

室
で
商
工
観
光
課
職
員
よ
り
本
事
業

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

～
竹
田
市
～

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
視
察
受
入
れ

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　沓掛義範議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名 議
決
年
月
日

議
決
結
果

新政会 創生会 れいめい会 政友会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

後
藤
　
雅
克

衞
藤
　
竜
哉

穴
見
　
眞
児

吉
藤
　
里
美

嶺
　
　
英
治

高
野
　
辰
代

工
藤
　
秀
典

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

三
代
　
政
彦

田
嶋
　
栄
一

原
田
　
健
蔵

佐
藤
　
昭
生

小
野
　
順
一

赤
嶺
　
信
武

条例の一部改正等
豊後大野市電気事業の設置等に関する条例の一部改正について 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市特定公共賃貸住宅条例の一部改正について 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市水道事業の設置等に関する条例及び豊後大野市下水道 
事業の設置等に関する条例の一部改正について

6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市議会議員及び豊後大野市長の選挙における選挙運動の 
公費負担に関する条例の一部改正について

6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般

工事請負契約の変更契約の締結について 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算

令和 8 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 1 号） 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 8 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 2 号） 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人事案件

豊後大野市教育委員会教育長の任命について 6月11日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願・意見書　

地方財政の充実・強化を求める意見書採択に関する請願書 6月29日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の
１復元をはかるための、2027 年度政府予算に係る意見書採択の要請に
ついて

6月29日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2026 年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書の請願 6月29日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実・強化に関する意見書 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆたかな学びの実現と教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制
度拡充に係る意見書

6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2026 年度大分県最低賃金の改正等に関する意見書 6月29日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
請
願

●
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
と
教
職
員
定
数
の
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見
書　

●
２
０
２
６
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の
改
正
等
に
関
す
る

　
意
見
書
採
択
に
関
す
る
請
願　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
国
の
関

係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

可
決
し
ま
し
た
の
で
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
度
大
分
県
最
低
賃
金
の
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
を
可
決

し
、
国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

全会一致で

全会一致で全会一致で

【
請 

願 

者
】大
分
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

【
紹
介
議
員
】高
野
辰
代

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

【
請 

願 

者
】大
分
県
教
職
員
組
合　
大
野
支
部

　
　
　
　
　
豊
後
大
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

【
紹
介
議
員
】穴
見
眞
児

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

【
請 

願 

者
】連
合
大
分
南
部
地
域
協
議
会　
　

【
紹
介
議
員
】原
田
健
蔵

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

　
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
員
は
不
足
し
て
お
り
、
職
場
に

お
け
る
疲
弊
感
は
日
々
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
政
府
予

算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
物
価
高
騰
や
資
材
・
労

務
費
の
上
昇
等
を
鑑
み
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
地

方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
よ
う
12
項
目
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

１
．
教
育
環
境
改
善
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
職
種
に
お
い
て
計
画
的

な
教
職
員
定
数
の
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
高
等

学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教

育
費
の
負
担
割
合
を
、
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

３
．さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
複
式
学
級
を

解
消
す
る
こ
と

国
内
経
済
は
、
名
目
賃
金
が
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
ガ

ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
や
円
安
・
異
常
気
象
に
よ
る
食
料
品
な
ど
の
物
価

上
昇
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

大
分
県
の
最
低
賃
金
１
，
０
３
５
円
は
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
は
依
然
と
し
て
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差
が
、
都
市
部
へ
の
労
働
力
流
出
の一因

に
な
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
物
価
上
昇
や
地
域
格
差
に
関
係

な
く
平
等
な
賃
金
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
３
項
目
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。
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択
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「学校は地域のもの」　地域とともに歩む教育

「一人ひとりを大切に」　少人数教育の強み

「AIに使われない人になる」 未来を生き抜く力を育む

「ふるさとへの愛着を未来へ」　4期目の挑戦

下田教育長のインタビュー全編は
QRコードでご覧いただけます。

2017（平成２９）年度

2018（平成30）年度

2019（令和1）年度
2020（令和2）年度

2021（令和3）年度

2022（令和4）年度

2023（令和5）年度

2024（令和6）年度

2025（令和7）年度

2026（令和8）年度

学校教育社会教育
•	日本ジオパーク再認定審査実施・再認定 
（1回目）（1月） 
 
 
 
 
 

•	清川公民館増築工事完了（11月）
•	朝地公民館大規模改修工事完了（6月）
•	千歳公民館移転オープン（9月）
•	緒方公民館新築移転オープン（10月）
•	図書館建替えオープン（2月）
•	大野公民館新築移転オープン（3月）

•	公民館・体育施設指定管理者制度導入 
（4月）

•	犬飼公民館建替えオープン（4月）
•	資料館建替えオープン（7月）
•	日本ジオパーク再認定審査実施・再認定 
（2回目）（1月）

•	図書館来館者10万人達成（4月）
•	大原総合公園大型複合遊具オープン（4月）
•	国登録有形文化財「旧緒方村役場」復元改修

工事完了（6月）
•	国重要文化的景観「緒方川と緒方盆地の 

農村景観」選定（3月）

•	全天候型運動場オープン（4月）
•	移動図書館に替わり館外配送を開始（4月）
•	総合スポーツ施設ネーミングライツ導入 
（10月） 
 
 
 

•	投球練習場オープン（7月） 
 
 
 
 

•	図書館来館者30万人達成（4月） 
 
 
 

•	新資料館来館者数5万人達成（4月）
•	多機能型武道場オープン（12月）
•	日本ジオパーク再認定審査実施・再認定 
（3回目）（1月） 

•	アクティブ豊後大野クラブ（ABC）設立（4月）
•	 総合スポーツ施設の一帯管理の開始（4月）
•	「部活動地域展開 」完全開始（ABC）（9月）
•	文化財収蔵庫改修工事完了予定（3月）

•	 キャリア教育を教育方針の柱に位置付け（4月） 

•	「学校教育シンポジウム」開始（2月）
•	「小学校英語教育」開始（4月）
•	「郷土学」開始（4月） 

 
 

•	「小学校教科担任制」導入（4月）

•	「小学校プログラミング教育」開始（4月） 
 
 
 
 

•	小中一貫教育の実質的スタート（4月）
•	「小中一貫教育校朝地小中学校」開校（4月）
•	GONちゃん（タブレット端末）の全員配布（4月）
•	教育支援センター「かじか」の移転（4月） 

 

•	「GIGAスクール構想」開始（4月） 
 
 
 
 
 

•	千歳小中学校校舎新築工事完了（2月） 
 
 
 
 
 

•	清川小中学校改築工事完了（2月）

•	「小中一貫教育校清川小中学校・緒方学園・　
大野小中学校・千歳小中学校・ 
犬飼小中学校」開校（4月）

•	「学校給食費の完全無償化」開始（9月） 

•	「小中一貫教育校三重学園」開校（4月） 
 
 
 
 
 
 

•	小中学校全教室LED化（8月）
•	「旧千歳小学校跡地」売却・譲渡（8月）
•	小中学校「2学期制」開始（4月）
•	「旧清川小学校跡地」売却・譲渡（6月）

「豊後大野市が好き 」 その思いを未来へ。
～議会が聞く教育行政～

令和8年6月議会において、下田博教育長の再任が同意され、4期目の任期がスタートしました。
教育は、子どもたちの未来はもちろん、地域の将来を左右する重要な施策の一つです。
市議会においても、政策提言した「給食費完全無償化」が実現するなど、様々な教育環境の充
実や教育行政の推進について継続して議論を重ねています。
そこで今回、議会だより「声のかけ橋」では、4期目を迎えた下田教育長に、これまでの9年間を
振り返るとともに、今後の豊後大野市の教育の方向性や未来を担う子どもたちへの思いに
ついて、6月15日に教育長室でお話を伺いました。

下田教育長が9年間を振り返り、特に大きな成果として挙げたのが小中一貫教育の推進です。
人口減少が進む中、「地域に学校を残すこと」は教育だけでなく、地域づくりの観点からも重要な課題でした。

「小中一貫教育は、子どもたちの学びをつなぐだけでなく、地域と学校をつなぐ取組でもあります。今後も地域に開かれ
た学校づくりを進めていきたいと思います」また、公民館や図書館、資料館など社会教育施設の整備も進みました。

「施設という土台は整いました。これからは市民の皆さんとともに活用し、地域づくりにつなげていきたいと思います」

豊後大野市の教育の魅力について尋ねると、「一人ひとりに寄り添える環境」と即答されました。
「少人数だからこそ、一人ひとりに目が届きます。子どもたちの良さや可能性を丁寧に伸ばしていけることが本市の強み
です」さらに郷土学などを通して、子どもたちは地域の魅力を学び、自分たちのふるさとへの理解を深めています。
下田教育長が大切にしている言葉があります。『元気よく登校し、機嫌よく下校する』

「子どもたちが毎日楽しく学校に通えることが何より大切です。その中で、地域の優しさを受け継ぎ、周囲の人を大切に
できる人へ成長してほしいと思っています」

AIやICTが急速に進展する時代。下田教育長は、これからの子どもたちに必要な力として、「活用する力」と「判断する力」
の両方を挙げます。

「AIやICTを使いこなす力は欠かせません。しかし同時に、情報が正しいかどうかを考える力や、相手を尊重する心も必
要です」また、不登校支援についても、一人ひとりの状況に応じた支援を重視しています。

「学びへのアクセスを保障することが大切です。本人や家庭、専門家と連携しながら、それぞれに応じた支援を続けてい
きます」

最後に、10年後の子どもたちへの願いを伺いました。
「豊後大野市で育ち、多くのことを学び、今の自分があると思える大人になってほしいと思います」
そして、こう続けました。

「自分自身を大切にし、自信を持って人生を歩んでほしい。そんな子どもたちを育てていきたいと思います」

議会は、市民の皆さまの声を市政へ届けるとともに、教育行政についても議論を重ね、その充実に努めています。
今回のインタビューでは、教育長の考えや教育行政の方向性を直接伺うことで、教育委員会がめざす将来像への理解
を深めることができました。未来を担う子どもたちのために、より良い教育環境の実現に向け、議会としても引き続き教
育行政に関心を持ち、建設的な議論を重ねてまいります。

引き続き最大の課題として挙げたのは、児童生徒数の減少です。その中でも　大切に
したいのは、「地域を大切に思う心」を育むことだと話されました。

「多くの子どもたちが『豊後大野市が好き』と答えてくれています。その思いを将来に
つなげたいと思っています」
進学や就職で市外へ出ることがあっても、いつか故郷を支える存在として戻ってきて
ほしい。そのために、地域への愛着と誇りを育む教育を進めていきたいと語りました。

「豊後大野市で育ってよかった」　10年後の子どもたちへの願い

下田博氏（７０）＝三重町赤嶺・S54年に教諭として採用、市教育委員会学校教育課長・朝地中学校校長を歴任した後、H29年から現職。

市議会と共に歩んだ、ここ10年間の豊後大野市教育行政市議会と共に歩んだ、ここ10年間の豊後大野市教育行政
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議 会 日 誌
4 月

5 月

6 月
3日㈮

10日㈮

17日㈮

27日㈪

11日㈪

18日㈪

19日㈫

20日㈬

27日㈬

4日㈭

8日㈪

11日㈭

17日㈬

18日㈭

23日㈫

第19回議会広報編集特別委員会

第20回議会広報編集特別委員会

第112回大分県市議会議長会定期総会

第12回議会活性化委員会

第7回議会運営委員会

議案学習会

第2回臨時会

東京都台東区表敬訪問

東京都台東区表敬訪問

第13回議会活性化委員会

第8回議会運営委員会

議案学習会

第21回議会広報編集特別委員会

第9回議会運営委員会

第2回定例会開会

本会議(一般質問）

本会議(一般質問）

本会議（議案質疑・委員会付託）

第14回議会活性化委員会

虚
礼
廃
止
に
つ
い
て
・
議
会
日
誌

台
東
区
訪
問
報
告

等

虚礼廃止にご理解ご協力をお願いします
議員は、公職選挙法に基づき以下の行為は禁止されています。

●お歳暮

●お中元

●年賀状 ●お祭りへの寄付

●初盆等のお供え ●暑中見舞い状

また、市民の皆さまが議員に寄附等を求めることも禁止されています。
趣旨をご理解のうえご協力をお願いします。

台東区訪問報告　～交流から実行へ～

「台東区議会議員の皆様と」

（PR活動 １班）

「台東区役所でのPR活動　乾しいたけの無料配布」

（PR活動 2班）

【16名議員の声から見えた 実行課題】（議員レポートの集約）【16名議員の声から見えた 実行課題】（議員レポートの集約）
❶子どもの交流・職員交流は“実現可能な形”への具体化が課題

グリーンフレンドシップ（子どもの交流）や職員交流については、実現には課題もあるが、実施方法や対
象を絞りながら段階的に進めるべきとの意見が多く出されました。

❷災害時相互支援は“協定から実効性へ”発展させるべき
災害時応援協定は締結だけではなく、平時からの人材交流や情報共有を進め、実際に機能する体制づくり
が必要との認識が共有されました。

❸豊後大野市PR活動は一定の成果、市民接点の重要性も確認
台東区役所でのPR活動や特産品配布では、市民との直接交流ができ、豊後大野市の魅力発信に一定の 
成果があったとの声が多くありました。

❹友好都市として相互メリットを構築する視点が必要
「豊後大野市が何を得るか」だけでなく、「台東区側にもメリットがある交流」を構築することが、今後
の発展につながるとの意見もありました。

※交流の成果が早速現れる‼
台東区「浅草寺幼稚園」の園長より、台東区議会議長を通じて「園児にしいたけを直接手でもぎ取る体験をさせ
たい」とのご要望をいただきました。子どもたちに豊後大野市のしいたけに親しんでいただくため、「しいたけ
の原木」を発送する準備が整いました。収穫体験を通じて、豊後大野市と台東区との交流がさらに深まることを 
期待しています。

平
成
22
年
以
来
16
年
ぶ

り
の
本
市
開
催
と
な
っ
た
定

期
総
会
に
お
い
て
、
令
和
７

年
度
の
決
算
並
び
に
８
年
度

の
役
員
体
制
、
事
業
計
画
案

及
び
予
算
案
が
承
認
・
決
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
第
１
０
１

回
九
州
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
、
中
九
州
横
断
道
路

な
ど
の
整
備
促
進
を
要
望

す
る
「
東
九
州
地
域
の
広
域

交
通
網
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
」
と
近
年
頻
発
す
る
災
害

に
よ
る
甚
大
な
被
害
状
況
を

踏
ま
え
て
要
望
す
る「
治
山・

治
水
対
策
の
推
進
及
び
災
害

復
旧
事
業
の
財
政
措
置
に
つ

い
て
」
の
２
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
。

総
会
後
、
本
市
の
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
に
つ

い
て
発
表
し
、
本
年
１
月
よ

り
運
用
開
始
さ
れ
た
「
恵
藤

建
設
武
道
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー

ナ
」
の
見
学
を
行
な
っ
た
。

後
日
、
こ
の
見
学
を
契
機
に

他
市
よ
り
行
政
視
察
も
受
入

れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

各
市
が
個
別
や
共
通
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
、

市
議
会
議
長
会
で
の
広
域
的

な
取
組
は
重
要
で
あ
り
、
今

後
も
本
市
の
個
性
・
特
性
を

生
か
し
つ
つ
、
市
議
会
議
長

会
を
通
じ
て
、
県
内
各
市
議

会
と
連
携
し
た
取
組
を
更
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

16
年
ぶ
り
２
回
目
の
本
市
開
催

第
１１２
回
大
分
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
４
／
17

24日㈬

29日㈪

総務常任委員会（付託議案審査）

厚生文教常任委員会（付託議案審査）

産業建設常任委員会（付託議案審査）

第10回議会運営委員会

本会議（閉会）

第11回議会運営委員会

◆東京都台東区とは、昭和 62 年 12 月（旧朝地町）に友好交流協定を締結しています。
下記の日程で議会として訪問し、意見交換を行い、台東区役所ロビーで本市のPR活動も行いました。
日程：令和 8 年 5 月19 日㈫～20 日㈬
目的：意見交換会の実施と本市の PR 活動。
	 【本市議会からの提案】 ⑴グリーンフレンドシップ（子どもの交流事業について）　
	 			    ⑵台東区職員と豊後大野市職員との人事交流
	 【台東区議会からの提案】 ⑶台東区と豊後大野市との災害時の相互応援協定について
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児童・生徒の思いを紹介
千歳小中学校の魅力

学年の壁を越えろ！清川小中学校！

キラリ ひと 言

僕たちの清川小中学校は、毎日笑顔
あふれる、和気あいあいとした学校
です。児童生徒会のスローガンは「広
がれ！友情の輪！～目指せ！大分一

いち

へ～」です。このスローガンには今よ
り友達が増え、楽しい学校生活を送っ
てほしいという思いが込められてい
ます。また、異学年交流をきっかけに
上級生下級生関係なく友達の輪を広
げ、大分一

いち
ルールが守られる最高の学

校をめざすという強い私たちの決意
もあります。
私たちは異学年交流活動として、月１回全校でレクをする「チョ
コレック」、昼休みに他学年と遊ぶ機会をつくる「仲良く遊ぼう週
間」、友達の良いところを紙に書いて放送で発表する「キラキラの木」
という活動をしています。このような活動をすることで、学年間の
仲が深まっていきます。このテーマを達成できるように、清川小中
学校全校が一丸となって、全力で取り組んでいきたいと思います。

千歳小中学校では、３年前に新校舎が完成し、小中一貫教育校として新た
な歩みを進めています。校舎の中央には、吹き抜けの「木立のホール」があ
り、児童生徒が集い、つながりを感じられる場所になっています。校舎の前
にあるソテツは９４年前の小学校から受け継がれている大切な木です。
今年度の児童生徒会テーマは「つながろう～お互いに認め合う心一つに千
歳っ子～」です。６年生は小学部のリーダーとして「肝

きむたか
高」を目指しています。

中期では、「あじみそ＋ＡＢＣ」を合い言葉に、当たり前のことを大切に
する心を育てています。また、相手意識、自分意識、みんな意識、尊敬の心
を大切にし、互いを認め合う学校をめざしています。
「クリーンアップ千歳」では、５～７年生と地域の方々で清掃活動を行い
地域とのつながりを深めました。これからも心を一つに、千歳っ子らしく成
長していけるよう、仲間と協力しながら頑張ります。

＊肝
きむたか
高とは、志を高くめんどうなことでも粘り強く頑張ること。

千歳小中学校（小学部）

６年　帆
ほ あ し

足　梨
り み

実（左）

６年　粟
あ お う

生　乃
の あ

愛（右）

７年　後
ご と う

藤　兼
かねつぐ

続（左）

８年　佐
さ と う

藤　友
ともはる

晴（右）

９年　和
わ だ

田　　真
しん

（中）

清川小中学校児童生徒会

編
集
後
記

前
の
ペ
ー
ジ
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

台
東
区
訪
問
。
充
実
感
い
っ
ぱ
い
の
二
日
間
に

な
り
ま
し
た
。
豊
後
大
野
市
が
準
備
し
た
プ
レ

ゼ
ン
。
台
東
区
役
所
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
。
台
東
区

議
会
議
員
の
方
々
、
台
東
区
民
の
方
々
に
印
象

付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今

後
い
か
に
交
流
を
進
め
て
い
け
る
か
議
会
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
工
藤
秀
典
）

議会を傍聴してみませんか？

次回9月定例会は
9月2日に開会予定です。
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。


